
表彰に続き、県や県警、教育庁、市町村・市町村教育委員会等

や防犯関係機関・団体が一堂に会して、安全・安心まちづくり関

係担当者会議を開催しました。

地域における活動の現状報告のほか、「子供の安全を確保する

ために各機関がとっている方策」、「自主防犯団体と各機関との

連携はどうあるべきか」について、グループ討議を行いました。

安全・安心まちづくり通信 ＶＯＬ．４７ 令和４年１２月号

秋田県生活環境部 県民生活課
電話 018-860-1522 ＦＡＸ 018-860-3891
Ｅｰ mail kotsu@mail2.pref.akita.jp
U R L https://www.pref.akita.lg.jp/seikatu/

いかない（知らない人にはついて行かない）

のらない（知らない人の車に乗らない）

おおごえをだす（助けて！と大声を出す）

すぐ逃げる（連れていかれそうになったら、すぐ逃げる）

しらせる（近くの大人に何があったか知らせる）

安全・安心まちづくり担当関係者会議を開催
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令和４年 10 月 13 日(木）県正庁において、

「令和４年度秋田県安全・安心まちづくり功労者表彰式」が行われ

・ 仁井田蕗っこパトロール隊（秋田市）

・ パークエンジェルズ（潟上市）

・ 小林重信氏（大館市）

の２団体、１個人が知事表彰を受賞されました。

この表彰は、平成１９年度に始まり、自主的な活動や先駆的な取り組みを

行い、他の模範となる顕著な功績があった団体や個人を表彰するもので、市

町村、市町村教育委員会及び警察署から推薦が

あった団体・個人から選考されます。

受賞された団体・個人の皆様には、地域の安全

・安心のため、献身的なご尽力をしていただいて

いることに感謝申しあげますとともに、今後とも

｢犯罪のない社会｣の実現に向け、ご活躍くださる

ようお願いします。



１月７日（土）から１月１５日（日）は、「秋田県雪害事故防止週間」です。

例年、この時期は降雪量が多く、除排雪作業中の事故が多くなります。

特に、雪下ろし作業は転落などの危険が伴いますので、安全対策を万全

にして、事故を未然に防ぎましょう。

（令和４年度犯罪被害者等に関する標語）

Ｃ 2015 秋田県んだッチ

県
か

ら
の

お
知

ら
せ

１１月２５日から１２月１日までの犯罪被害者週間に合わせて、１１月

２６日（土）秋田拠点センターアルヴェ（ＡＬＶＥ）において、犯罪被害者

週間「県民のつどい」を開催しました。

「県民のつどい」では、オウム真理教関連事件被害者遺族で全国犯

罪被害者の会「新あすの会」副代表幹事の假谷実氏から、「犯罪被害

者への支援と被害回復について」と題してご講演をいただきました。

講演の他、命の大切さ学習教室に参加した児童・生徒による手紙の

朗読、等身大の人型パネル展示により命の大切さを訴える「生命のメッ

セージ展」等を行いました。

あなたは、自分や大切な人が犯罪被害に遭うことを想像したことがありますか。決

して他人事ではなく誰の身にでも起こり得ることです。一人ひとりが少しの勇気を出

して、傷ついた人に寄り添い、地域社会に助け合いのきずなを広げていきましょう。

１ 無理はしない。作業中はこまめに休憩を！

２ ふたり以上で作業を！

３ 携帯電話を身につける！

４ 適切な服装で！

５ ヘルメット･命綱・安全帯の装着を！

６ 「はしご」はしっかり固定！

７ 屋根の雪のゆるみ（落雪）に注意！

８ 除雪機利用中の事故に注意を！

２

過去１０年間で１，４３０人が

死傷しています

お 問 い 合 わ せ 先 県 民 生 活 課 電 話 0 1 8 － 8 6 0 － 1 5 2 2 F A X 0 1 8 － 8 6 0 － 3 8 9 1

よりそう手 つないでできる 心の輪

雪 下 ろ し ・ 除 排 雪 中 の 事 故 に 注 意 ！

○ 事故原因 ～屋根・はしごからの転落 ５２％

○ 事故の死傷者～６５歳以上 ６２％



年末・年始特別警戒中

１２月８日、秋田市のアルヴェで出動式を行いました。

県 警 察 か ら の お 知 ら せ

師走の時期は、思いがけない凶悪事件や交通事故などが発生します。

警察では、事件・事故を未然に防止し、県民のみなさんが安心して年末・年始を過ごせるよ

う防犯協会や防犯指導隊、ボランティア団体等と連携して特別警戒を行います。

みなさんも「自分だけは大丈夫」と油断することなく心を引き締め、被害に遭わないように

気をつけてください。

令和４年１２月８日（木）秋田拠点センターアルヴェにおいて、秋田県知事、秋田市長、公安委員会

委員長、防犯協会連合会会長、警察本部長、各地区防犯協会・防犯指導隊、防犯・少年・交通関係団

体等約１４０人の参加のもと「年末・年始特別警戒出動式」を開催しました。

秋田市臨港防犯協会防犯指導隊倉田芳浩隊長が年末･年始特別警戒活動宣言をした後、パトカー

と青色防犯パトロール車（通称青パト）が特別警戒に出動しました。

３

強盗被害防止

・防犯設備の点検

・不審者・車の発見

・お客への声かけ

・通用口の施錠

・１１０番通報

特殊詐欺被害防止

・「家族の絆」で詐欺ブロック

・警察、家族に相談

・電話に工夫で詐欺被害防止

・電子マネーは要注意

・「ＡＴＭに行け」は詐欺

交通事故防止

防犯
令和４年 12 月 10 日から令和５年１月３日まで

～年末・年始における犯罪や事故の防止～

・飲酒運転の根絶

・冬道運転は慎重に

・早めのライト上向きで

・命を守る反射材

・シートベルトを確実に

・外出、就寝時はドアや窓の施錠を確認

・二重ロックで安心を

・車降りたらドアロック

・身から離すな貴重品

家も車も施錠確認



＜帽子とベスト＞

４

メッシュ素材で季節を問わ

ずに使えると、利用団体か

ら好評です。

＜昔の子ども 今の子どもと「共に見守り隊（笑）＞
活動団体掲示板（お便り）

おらほの

地域の防犯活動を支援するため、（一社）生命保険協会秋田県協会では、防犯パトロール用

の帽子とベストをセットにして無償で提供します。

希望する団体は、次の応募要項を確認のうえご応募ください。

※ 応募締切の厳守をお願いします。

応募期限が過ぎた場合は、県民生活課（018-860-1522）へお問い合わせ願います。

「地域と共に歩む」をモットーに平成１８

年、児童及び地域の安全・安心の確保を目的

に結成しました。現在は隊員３５人（平均年

齢約７５歳）で活動しております。

毎週木曜日は、小学校と情報を交換し、そ

の後各町内ごとに児童を家まで送り届けま

す。また、年５回ほど児童との連絡会に参加

し、地域の安全についてお話した後に一緒

に集団下校します。このほか、「通学路のグ

リーン帯のペンキ塗り」「花壇づくり」「昔の

遊びの指導」など学校行事にも参加してお

ります。

オレンジ隊 代表 川上勝男

※通称名の「オレンジ隊」は、活動時の帽

子やジャンパー等の色からきております。

提 供 数 帽子・ベスト ５セット１組×３団体分

対象団体 県内に所在し、自主的に防犯活動に取り組んでいる団体
を対象とします。
※行政及び行政が設置した機関・団体の応募はご遠慮ください。

応募方法 郵便はがきに、団体名、代表者名、連絡先（住所・電話番
号）を記入のうえ、下記の宛先にご応募ください。

募集締切 令和５年２月１０日（金）（当日の消印有効）

留意事項 応募多数の場合は、抽選となります。

そ の 他 提供が決定した団体には、後日電話等で連絡します。

＜応募先・問い合わせ先＞
（一社）生命保険協会 秋田県協会

〒010-0951 秋田市山王 3-1-12 太陽生命秋田ビル 6階

TEL 018-865-0016/FAX 018-888-1706
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◆ 編集後記
皆様のご協力の下、タイムリーで充実した紙面をお届けしたいと考えておりますのでよろしくお願いします。
～次回の「いか通」は、来年５月発行の予定です。 1年間ありがとうございました。よいお年をお迎えください。

（○C ２０１５秋田県んだッチ）

登校時、「おはよう！」「おはよう！」朝の元気な子ど

もたちの声。その声は子どもたちの健康バロメータ

ー。元気な声・笑顔・表情は私たちに「元気」をくれま

す。

幼い子どもの学びの声「い・か・の・お・す・し」、命を

守る学びとして・・・加速する少子化の中、元気な子ど

もたちは地域の宝物。未来に生きるこの子らの「生き

抜く力」の一翼を担いたい！そう思う毎日です。

私たちにできる「い・か・の・お・す・し」それは・・・

「大館市立城西小学校安全ガードボランティア隊」

伊勢町安全の会会長 加賀谷誠

い ⇒ 伊勢町は

か ⇒ 家族ぐるみで

の ⇒ のんびりと

お ⇒ お互い声をかけあいながら

す ⇒ 素敵な青年になるようにと

し ⇒ 支援をし続けます


